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（l’Abbaye d’Ardenne）に移転している（移転は 2000 年に始まり、2004 年にカ
ーンで全面的にオープン）。運営は、文化通信省（バス・ノルマンディ地域圏




























10 月 30 日（月）午前に成田を発ち、現地時間の同日午後、パリ・シャル
－ 90 －
ル・ド＝ゴール空港に到着。翌 31 日（火）に、IMEC のパリ・オフィスに連
絡を取ったところ、31 日は開室時間の関係で、また、翌日の 11 月 1 日（水）
は祝日（諸聖人の祝日）にあたるため、いずれも目録の閲覧は不可とのことで、
11 月 2 日（木）の午前中に出向く約束を取りつけた。思いがけず時間が空く
ことになったが、このあいだに、モンパルナス墓地を訪れ、デュラスの墓参を
することができた。だが、10 月 31 日が、多くの美術館が休館する火曜日にあ
たっていたこと、また、11 月 1 日は、祝日のためかどこの美術館にも入館待
ちの長い列ができていて(5)、ゆっくり見ることができなかったのはやや悔いの
残るところであった。
11 月 2 日、パリ・オフィスへ。現在の所在地は、パリ一区、リヴォリ通
174 番で、ルーブル美術館のカルーゼル門の真向かいにあたる。観光土産を売
る店にはさまれた正面の門を入ると静かな中庭があり、ふたつあるうちの向か































11 月 6 日の朝、荷物をまとめてから、再びパリ・オフィスに出向き、時間
の許す限り目録を筆写した。資料閲覧の申請用紙はパリにも備えられているの
で、何点かについて申請し、その足でカーンへ発った。パリ＝サン・ラザール
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（ 3） 最近では、後述するデュラス『戦時のノート』が、P.O.L との共同企画で刊行
されている。デュラスについては、このほかにも 10/18 叢書から『ロル・ V ・シ
－ 100 －
ュタインの歓喜』および『副領事』の書評ファイル（Dossier de presse: Le
ravissement de Lol V. Stein et Le Vice-consul, Textes réunis et présentés par Sophie
Bogaert, IMEC - 10/18, 2006.）が出ている。デュラスに関するもの以外では、大戦
下、およびそののちのミニュイ社の活動を追った『ミニュイ 1942-1955 不服従
の義務』（Anne Simonin, Les Éditions de Minuit 1942-1955: Le devoir d’insoumission,
IMEC, 1994.）や、『コレージュ・ド・フランスにおけるロラン・バルト』（Roland
Barthe au Collège de France, Actes de la journée d’hommage organisée par l’IMEC au
















（10） Marguerite Duras: Une question d’amour, 11/4/2006-1/21/2007.
（11） Marguerite Duras, Cahiers de la guerre et autres textes, IMEC/P.O.L, 2006.
（12） Duras, Marguerite, [ L’Amant ], non daté （DRS4.5）
（13） Duras, l’œuvre matérielle, IMEC, 2006.
(14) Œuvres et critiques, XXVIII, 2, 2003; Europe, nº921-922, janvier-février 2006.
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